
連
合
会
の
益
々
の
発
展
と
会
員

の
皆
様
の
ご
多
幸
を
祈
念
し
、

退
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
日
頃
、
区
老

連
の
事
業
に
関
し
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

前
任
者
の
田
島
会
長
よ
り
こ
の

度
、
選
任
さ
れ
ま
し
た
横
山
敏
男

で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
前
任
者
ほ

ど
実
力
や
能
力
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん

が
、
努
力
に
勝
る
教
師
な
し
の
言

葉
を
モ
ッ
ト
―
に
「
故ふ
る

き
を
温た
ず

ね

て
新
し
き
を
知
る
」
の
精
神
で
過

去
の
事
柄
や
先
輩
の
思
想
な
ど
を

研
究
し
、
そ
れ
を
も
と
に
新
し
い

事
柄
、
現
実
の
問
題
を
認
識
し
て

将
来
に
対
処
し
て
い
き
た
く
思
い

ま
す
。
前
会
長
同
様
皆
様
方
の
ご

支
援
ご
鞭
撻
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

今
後
の
区
老
連
方
針
の
一
つ
は
、

会
員
の
皆
様
が
健
康
で
病
気
や
ケ

ガ
を
せ
ず
、自
立
し
た
生
活
を
送
っ

て
長
生
き
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

年
々
約
1
兆
円
の
社
会
保
障
費
の

増
加
負
担
の
抑
制
に
な
り
、
社
会

貢
献
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
推

察
い
た
し
ま
す
。
二
つ
目
は
、
今

後
は
若
者
や
公
共
に
頼
る
こ
と
な

く
、
我
々
老
人
ク
ラ
ブ
が
弱
い
在

宅
高
齢
者
に
家
事
、
買
物
、
通
院

等
の
支
援
を
す
る
友
愛
活
動
の
強

化
を
考
え
る
時
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
ま
す
。
三
つ
目
は
区
老
連
で

も
昨
年
か
ら
趣
味
の
サ
ー
ク
ル
活

動
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
し
た
の

で
、
地
域
の
各
団
体
と
連
携
し
近

隣
の
方
々
を
仲
間
に
誘
い
会
員
増

強
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
た
く
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

会
長
1
人
が
実
行
す
る
の
で
は

な
く
、
皆
様
が
個
人
は
全
体
の
た

め
に
、
全
体
は
個
人
の
た
め
に
の

精
神
で
活
動
し
て
貰
え
れ
ば
、
高

津
地
域
の
発
展
と
健
康
で
明
る
く

住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
に
貢
献
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　

皆
様
方
の
ご
尽
力
、
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
こ
と
、
こ
の
度
、
一
身
上
の

都
合
で
高
津
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
会
長
を
退
任
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
平
成
14
年
4
月
に
就
任

し
て
以
来
、
永
き
に
わ
た
り
会
長

と
し
て
そ
の
職
責
を
果
た
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
の
も
、
ひ
と
え
に

会
員
の
皆
様
の
ご
厚
情
の
賜
物
と

感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、

日
頃
よ
り
私
た
ち
を
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
行
政
、
町
会
自
治
会
な
ら

び
に
地
域
福
祉
関
係
団
体
の
皆
様

の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た

こ
と
を
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

向
後
、微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、

高
津
区
老
人
ク
ラ
ブ
に
対
し
て
で

き
る
限
り
の
協
力
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
高
津
区
老
人
ク
ラ
ブ
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私たちは高津区老連の活動を応援しています

　

今
年
は
例
年
よ
り
一
カ
月
早
く
、

好
天
の
4
月
25
日
に
高
津
区
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
定
期
総
会
が
ご
来
賓
、

各
ク
ラ
ブ
会
長
な
ど
多
く
の
ご
出
席

の
も
と
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

　

始
め
に
区
老
連
田
島
会
長
よ
り
日

頃
の
区
老
連
活
動
が
地
域
活
動
と
し

て
秀
で
て
い
る
面
が
あ
り
、
協
力
に

感
謝
し
ま
す
。
高
齢
化
社
会
に
お
い

て
は
4
人
に
1
人
が
仲
間
と
な
り
、

役
割
り
は
表
通
り
の
ご
意
見
番
、
行

政
と
も
協
力
し
て
一
層
の
発
展
を
望

み
ま
す
。と
の
ご
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

　

次
い
で
ご
来
賓
と
し
て
新
任
の
高

津
区
長
土
方
慎
也
氏
よ
り
介
護
、
友

愛
な
ど
行
政
と
の
多
面
的
協
力
に
感

謝
さ
れ
、
高
齢
化
社
会
へ
向
か
っ
て

支
え
合
う
街
づ
く
り
を
進
め
た
い
と

の
ご
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
高
津
区
社
会
福
祉
協
議
会

事
務
局
長
の
都
所
正
紀
氏
、
宮
前
区

老
連
会
長
の
山
近
昭
三
氏
、
川
崎
市

老
連
事
務
局
長
の
高
橋
義
光
氏
よ
り

協
力
お
礼
と
励
ま
し
の
お
言
葉
を
い

た
だ
い
た
後
、
県
会
、
市
議
会
の
議

員
の
方
々
な
ど
ご
列
席
の
皆
さ
ま
の

紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
新

任
ク
ラ
ブ
会
長
、
新
規
友
愛
ク
ラ
ブ

の
紹
介
が
あ
り
、
田
島
会
長
が
議
長

と
な
り
議
事
に
移
り
ま
し
た
。

▼
第
一
号
議
案

　

平
成
25
年
度
　
事
業
報
告

▼
第
二
号
議
案

　

平
成
25
年
度
　
会
計
収
支
決
算
報
告

▼
第
三
号
議
案

　

平
成
25
年
度
　
会
計
監
査
報
告

▼
第
四
号
議
案

　

平
成
26
年
度
　
事
業
計
画
（
案
）

▼
第
五
号
議
案

　

平
成
26
年
度
　
会
計
収
支
予
算（
案
）

▼
第
六
号
議
案

　

平
成
26
年
度
　
役
員
の
承
認

　
以
上
の
提
案
が
あ
り
、
す
べ
て
承

認
さ
れ
、
新
会
長
と
し
て
横
山
敏
男

氏
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
以
上
で
議

事
が
終
了
し
、
横
山
新
会
長
よ
り
区

老
連
目
標
と
し
て
の
健
康
、
友
愛
お

よ
び
会
員
増
強
に
努
力
す
る
と
の
力

強
い
挨
拶
の
後
、
表
彰
に
移
り
、
ま

ず
12
年
間
も
の
長
期
に
わ
た
り
区
老

連
会
長
を
務
め
ら
れ
た
田
島
前
会
長

に
特
別
感
謝
状
の
贈
呈
が
あ
り
、
さ

ら
に
退
任
さ
れ
た
ク
ラ
ブ
会
長
に
表

彰
状
、感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
新
任
の
区
老
連
各
部
長
に
委

嘱
状
が
手
渡
さ
れ
、
第
一
部
総
会
が

終
了
し
、
平
成
26
年
度
ふ
れ
あ
い
ク

ラ
ブ
高
津
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

休
憩
の
後
、
第
二
部
懇
親
会
に
入

り
、
高
津
区
役
所
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
副
所
長
の
佐
藤
芳
昭
氏
の
ご
発

声
で
一
同
乾
杯
。
ご
来
賓
は
じ
め
参

加
者
一
同
和
気
あ
い
あ
い
の
会
場
と

な
り
、
小
木
理
事
の
尺
八
、
北
川
理

事
の
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
熱
演
も
あ
り
、

終
わ
り
に
「
ふ
る
さ
と
」
を
合
唱
し

閉
会
し
ま
し
た
。

平
成
26
年
度

高
津
区
老
連
総
会
開
催
さ
れ
る
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横山　邦子
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パークゴルフ部 斉藤　正男 藤澤　光子 　寺㟢　　坦 市原　富男

サークル部 藤澤　光子 平野　茂子 　赤峰千鶴子 森　　繁昭　 小木　　繁　 山口　豊子
会計監査 鈴木　昭治 　山口　豊子
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⒈女性委員会 日吉たえ子　 藤澤　光子
⒉会員増強委員会 鈴木　惣次　 森　　繁昭
⒊会報委員会 石黒　義章 　寺㟢　　坦　　
⒋友愛委員会 日吉たえ子　 北川　一夫
⒌ゲートボール委員会 荒井　　孝　 北川　一夫
⒍グラウンドゴルフ委員会 北川　一夫　 荒井　　孝
⒎健康づくり委員会 藤澤　光子　 日吉たえ子
⒏旅行委員会 萱嶋　千之　 藤澤　光子
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⒊フォークダンス 山口　豊子　 杉沢　　史
⒋手話ダンス　北見方 猪又　和子　 鈴木　和子
⒌手話ダンス　橘 猪又　和子　 鈴木　和子
⒍パソコン教室 森　　繁昭　 斉藤　正男

平成26年度　区老連役員名簿

私たちは高津区老連の活動を応援しています



　

今
年
は
海
外
で
の
大
き
な
人
災

が
起
こ
っ
て
お
り
ま
す
。
マ
レ
ー

シ
ア
航
空
３
７
０
便
は
3
月
8
日

午
前
0
時
41
分
（
現
地
時
間
）、

12
人
の
乗
員
を
含
む
２
３
９
人
を

乗
せ
て
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
国
際

空
港
を
出
発
し
た
が
行
方
不
明
に

な
り
、
い
ま
だ
に
原
因
が
究
明
で

き
て
い
ま
せ
ん
。

　

4
月
16
日
に
起
こ
っ
た
隣
の
韓

国
の
フ
ェ
リ
ー
の
沈
没
事
故
で
多

数
の
方
々
が
犠
牲
に
な
り
、
特
に

若
い
高
校
生
が
た
く
さ
ん
お
亡
く

な
り
に
な
り
ご
両
親
の
悲
痛
な
叫

び
に
は
心
が
痛
み
ま
す
。
心
よ
り

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
高
齢
化
が
進
む
日

本
、高
津
区
老
連
の
ク
ラ
ブ
減
少
、

会
員
減
少
が
続
き
、
歯
止
め
が
か

か
り
ま
せ
ん
。
25
年
度
60
ク
ラ

ブ
、
３
０
４
０
人
の
会
員
数
、
26

年
度
58
ク
ラ
ブ
、
２
９
２
２
人
の

会
員
数
、
2
ク
ラ
ブ
、
１
１
８
人

の
減
少
に
な
り
ま
し
た
。
原
因
は

会
長
の
な
り
手
が
い
な
い
、
す
な

わ
ち
後
継
者
が
い
な
い
と
い
う
現

状
が
あ
り
ま
す
。
解
散
し
た
ク
ラ

ブ
の
梶
ヶ
谷
春
寿
会　

会
長　

大

久
保
正
三
氏
、
坂
戸
第
二
長
生
会

　

会
長　

星
真
平
氏
。
長
い
間
ク

ラ
ブ
の
た
め
に
ご
尽
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ク
ラ
ブ
が
復

活
す
る
こ
と
心
か
ら
願
っ
て
お
り

ま
す
。

　

高
津
区
老
連
の
新
任
ク
ラ
ブ
会

長
は
7
人
で
す
。
新
し
い
目
で
高

津
区
老
連
の
活
性
化
の
た
め
力
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
。
今
後
の
活
躍

を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
課
題
は
ク
ラ
ブ
減

少
に
歯
止
め
を
か
け
、
そ
し
て
ク

ラ
ブ
数
を
増
や
す
こ
と
が
大
事
に

な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
特
に
町
会

お
よ
び
自
治
会
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
り
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

を
し
て
も
ら
う
こ
と
が
キ
ー
ポ
イ

ン
ト
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
地
域

に
住
む
皆
様
の
お
力
を
借
り
て
解

散
し
た
ク
ラ
ブ
を
復
帰
さ
せ
、
新

し
い
ク
ラ
ブ
を
新
設
し
た
い
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

毎
年
桜
花
期
と
共
に
訪
れ
る
の

が
花
粉
症
。
皆
様
方
も
体
調
管
理

に
大
変
御
苦
労
な
さ
れ
て
い
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。
各
自
調
節
し
て

区
老
連
の
行
事
に
元
気
で
参
加
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
各
所
に
お
い
て
も
人
事
異

動
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
高
津
区

老
連
で
も
こ
の
度
（
第
8
代
目
）

田
島
会
長
が
勇
退
さ
れ
ま
し
た
区

老
連
会
長
（
12
年
）、
川
崎
市
老

連
理
事
長
（
8
年
）
と
老
人
ク
ラ

ブ
発
展
の
た
め
、
永
年
に
わ
た
り

ご
尽
力
下
さ
い
ま
し
て
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
後
任
に
高
津
区
老

連
新
会
長
第
9
代
目
横
山
敏
男
氏

（
橘
地
区
）
が
平
成
26
年
4
月
25

日
に
区
老
連
総
会
に
て
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
新
会
長
と
な
っ
て
も
前

会
長
同
様
、
三
大
運
動
（
健
康
・

友
愛
・
奉
仕
）
を
基
本
に
全
員
が

一
丸
と
な
っ
て
明
る
く
元
気
よ
く

前
進
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

区
老
連
で
は
毎
年
ク
ラ
ブ
数
が

減
少
し
て
お
り
ま
す
。
会
員
の
皆

様
一
人
一
人
が
会
員
増
強
に
仲
間

づ
く
り
に
と
お
声
を
か
け
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
思
う
よ
う

に
進
展
が
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
は

今
ま
で
以
上
に
地
域
の
町
会
長
、

自
治
会
会
長
の
お
力
添
え
を
い
た

だ
き
な
が
ら
進
行
し
ま
せ
ん
と
会

員
増
強
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
皆
さ
ん
心
を
一
つ
に
し
て
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。

　

多
摩
川
ク
ラ
ブ
川
崎
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
が
平
成
26
年
1
月
30
日
～

31
日
に
一
泊
二
日
で
太
平
洋
を
望

む
絶
景
の
宿
、
犬
吠
埼
温
泉
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
首
都
高
速
、
東

関
道
で
千
葉
県
の
銚
子
ま
で
行

き
、
14
時
か
ら
会
議
室
で
研
修
会

と
な
り
、
藤
原
副
理
事
長
の
開
会

の
こ
と
ば
に
続
き
田
島
理
事
長
か

ら
は
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
減
少
問

題
に
つ
い
て
、
全
員
で
楽
し
い
ク

ラ
ブ
で
あ
る
よ
う
に
、
ま
た
優
良

ク
ラ
ブ
の
事
例
発
表
が
あ
り
、
幸

区
、
南
河
原
地
区
戸
張
一
吉
さ
ん

の
誕
生
会
の
話
題
を
発
表
さ
れ

た
。
長
寿
を
祝
う
百
歳
以
上
の
人

が
3
万
6
千
人
い
ま
す
。
１
１
２

歳
長
生
き
の
秘
訣
は
毎
日
を
規
則

正
し
く
・
起
き
る
時
刻
・
顔
を
洗
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う
・
決
ま
っ
た
時
間
に
食
事
・
寝

る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

　

田
島
地
区
の
河
村
秋
孝
さ
ん
の

健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
推
進
し

ま
し
ょ
う
。
１
０
０
人
い
る
と

１
０
０
通
り
の
健
康
法
が
あ
り
ま

す
。
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。
ウ
エ
ス

ト
周
囲
径
、
男
性
85
セ
ン
チ
、
女

性
90
セ
ン
チ
、
高
脂
血
症
、
高
血

糖
、
高
血
圧
の
3
つ
の
う
ち
2
つ

に
当
て
は
ま
る
と
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
診
断
さ
れ
ま

す
。「
健
康
管
理
の
第
一
歩
は
体

重
管
理
」
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
も
そ
の

一
つ
で
す
。
無
理
せ
ず
、
歩
く
ス

ピ
ー
ド
1
メ
ー
ト
ル
1
秒
以
上
で

効
果
が
現
れ
ま
す
。
心
の
健
康
づ

く
り
、
生
き
る
力
、
気
力
、
意
欲

を
続
け
る
こ
と
で
す
。

　

今
回
の
研
修
旅
行
で
は
懇
親
会

場
や
リ
ー
ダ
ー
と
、
現
状
の
課
題

や
活
動
の
意
見
交
換
が
図
ら
れ
ま

し
た
。
今
回
の
参
加
人
員
は
事
務

局
3
名
、
地
区
73
名
、
総
勢
76
名

で
し
た
。

　

平
成
25
年
度
高
津
区
老
連
研
修

会
が
3
月
26
日
㈬
に
昨
年
と
同
じ

Ｊ
Ａ
セ
レ
サ
3
階
で
開
催
さ
れ

た
。
当
日
は
雨
予
想
の
天
候
に
か

か
わ
ら
ず
約
１
０
０
名
が
参
加
し

た
。

　

今
回
は
会
員
減
少
の
昨
今
、
会

員
自
身
の
健
康
を
い
か
に
維
持
す

る
か
、
ま
た
、
急
増
す
る
悪
質
な

各
種
詐
欺
な
ど
に
ど
う
対
処
す
る

か
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
た
。

　

田
島
区
老
連
会
長
の
あ
い
さ

つ
で
始
ま
り
、
ま
ず
高
津
区
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
塚
所
長
の

「
２
０
２
０
年
花
を
咲
か
せ
ま

し
ょ
う
」
と
の
講
話
が
あ
っ
た
。

自
分
を
取
り
巻
く
経
済
、
健
康
、

心
の
問
題
を
天
気
予
報
の
よ
う
に

統
計
的
に
予
想
す
る
（
フ
ォ
ア

キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
）だ
け
で
な
く
、

目
標
を
立
て
て
未
来
志
向
で
努
力

す
る（
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
）

こ
と
が
大
切
だ
。

　

２
０
２
０
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
明
る
く
元
気
で
迎
え
る
た
め
に

実
現
可
能
な
6
年
間
を
自
分
は
ど

う
過
ご
し
て
い
く
か
、
一
年
ご
と

の
シ
ナ
リ
オ
を
考
え
、
健
康
診
断

を
欠
か
さ
ず
、ウ
オ
ー
キ
ン
グ（
背

筋
を
伸
ば
し
腕
を
振
る
）、
筋
ト

レ
な
ど
に
努
め
、
家
族
、
友
達
、

仲
間
と
の
交
流
を
行
い
、
日
々
の

老
化
防
止
に
励
む
こ
と
が
必
要

で
、
そ
れ
ぞ
れ
体
調
に
応
じ
た
一

年
ご
と
の
目
標
を
た
て
て
毎
日
の

生
活
を
過
ご
し
て
い
く
こ
と
で
あ

る
。

　

次
に
高
津
警
察
署
生
活
安
全
課

佐
藤
課
長
よ
り
急
増
す
る
振
り
込

め
詐
欺
、
自
転
車
盗
難
（
6
割
が

未
施
錠
）
に
つ
い
て
注
意
喚
起
と

協
力
要
請
が
あ
っ
た
。

「
振
り
込
め
詐
欺
に
つ
い
て
」

・
家
族
間
で
合
い
言
葉

4

4

4

4

を
決
め
て

お
く

・
金
融
機
関
の
通
帳
に
絆
ス
タ
ン

プ
（
連
絡
先
、
電
話
番
号
な
ど
）

の
押
印
協
力

・
同
一
地
域
に
多
発
し
て
い
る
の

で
防
災
無
線
の
使
用
、
警
官
の
直

接
訪
問
時
の
協
力

・
老
人
ク
ラ
ブ
地
区
別
電
話
連
絡

網
を
利
用
し
て
の
対
処

・
悪
質
な
訪
問
販
売
に
備
え
、
玄

関
な
ど
は
必
ず
施
錠
し
、
大
き
な

声
で
断
る

・
悪
質
勧
誘
電
話
の
甘
い
話

4

4

4

に
の

ら
な
い
で
ハ
ッ
キ
リ

4

4

4

4

断
る

　

以
上
で
研
修
会
を
終
了
し
た
。

会
員
の
皆
さ
ま
、
毎
日
の
健
康
に

留
意
し
、
く
れ
ぐ
れ
も
ダ
マ
サ
レ

4

4

4

4

ナ
イ
4

4

よ
う
に
注
意
し
て
ほ
し
い
。

　

平
成
25
年
度
高
津
区
老
連
友
愛

チ
ー
ム
研
修
会
が
2
月
27
日
㈭
午

後
、
Ｊ
Ａ
セ
レ
サ
3
Ｆ
で
開
催
、

小
雨
模
様
の
中
、
１
１
３
名
が
参

加
し
た
。

　

友
愛
活
動
部
大
嶋
部
長
（
前
）

の
開
会
の
こ
と
ば
で
始
ま
り
、
区

老
連
田
島
会
長
、
市
老
連
高
橋
事

務
局
長
、
高
津
区
高
齢
障
害
課
西

野
課
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
諏
訪

長
生
会
友
愛
チ
ー
ム
と
久
末
谷
中

朋
友
会
友
愛
チ
ー
ム
の
事
例
発
表

（
内
容
別
途
掲
載
）
と
な
り
、
女

性
部
長
の
座
長
で
質
疑
応
答
が
行

わ
れ
、
民
生
委
員
、
町
会
な
ど
と

の
連
携
、
認
知
症
の
人
の
見
回
り

対
策
な
ど
に
つ
い
て
討
議
が
あ

り
、
市
老
連
高
橋
事
務
局
長
の
講

評
の
後
、
高
津
区
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
大
塚
所
長
の
講
話
に
移
っ

た
。

「
認
知
症
に
な
ら
な
い
た
め
に
」

丨
な
っ
て
も
地
元
で

生
き
抜
く
コ
ツ
丨

◉
認
知
症
は
記
憶
障
害
な
ど
知
的

機
能
の
障
害
で
あ
る

　

失
語
、
失
行
、
失
認
な
ど
が
見

ら
れ
、
社
会
生
活
や
日
常
活
動
に

支
障
を
き
た
し
た
状
態
で
、
一
時

的
な
も
の
で
な
い
。

◉
周
辺
症
状
と
し
て

　

徘
徊
、
暴
言
暴
力
、
活
動
低
下
、

不
潔
行
為
な
ど
が
現
れ
、
心
理
的

に
不
安
、
焦
燥
感
、
う
つ
、
不
眠
、

妄
想
な
ど
が
見
ら
れ
る
。

◉
認
知
症
は
最
初
に
本
人
が
自
覚

す
る

　

不
安
、
孤
独
、
情
け
な
い
、
屈

辱
、
悔
し
い
な
ど
を
感
じ
る
。

◉
認
知
症
の
法
則

①
記
憶
障
害

②
出
現
強
度
（
身
近
な
人
に
は
強

く
現
れ
る
）

③
自
己
有
利

④
ま
だ
ら
症
状
（
夕
食
を
食
べ
て

な
い
）

⑤
感
情
残
存
（
嫌
な
こ
と
は
覚
え

て
い
る
）

⑥
こ
だ
わ
り（
食
事
の
こ
と
だ
け
）

⑦
作
用
・
反
作
用
（
強
く
叱
る
と

反
応
強
く
感
情
が
残
る
）

⑧
認
知
病
状
の
了
解
可
能
性
（
相

手
の
立
場
に
立
っ
て
接
す
る
）

⑨
衰
弱
の
進
行（
症
状
は
進
行
し
、

止
ま
ら
な
い
）
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◉
認
知
症
の
予
防
に
は
適
度
な
運

動
が
最
も
効
果
が
あ
る

　

公
園
体
操
、
早
歩
き
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
な
ど
を
週
3
回
以
上
、
転
倒

に
気
を
付
け
て
。

認
知
症
予
防
の
知
的
活
動

①
テ
レ
ビ
、
新
聞
、
読
書
な
ど
で

新
し
い
情
報
を
得
る

②
日
記
、
手
紙
、
メ
ー
ル
の
習
慣

な
ど
、
考
え
を
ま
と
め
て
表
現
す

る③
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
趣
味
を
楽
し
む

④
調
理
や
食
事
を
工
夫
す
る

⑤
囲
碁
、
マ
ー
ジ
ャ
ン
な
ど
頭
を

使
う
ゲ
ー
ム
を
す
る

⑥
明
る
い
気
分
で
各
種
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
す
る

⑦
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す

る⑧
い
つ
も
若
々
し
く
お
し
ゃ
れ
を

忘
れ
ず
、
知
人
を
訪
ね
、
異
性
の

友
人
を
持
つ

◉
認
知
症
の
介
護
は
相
手
を
理
解

し
な
け
れ
ば
成
り
立
た
な
い

　

見
守
り
活
動
よ
り
体
操
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
な
ど
へ
の
誘
い
出
し
が
良

い
。

　

以
上
、
認
知
症
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
て
、
今
後

の
私
た
ち
の
活
動
に
大
い
に
参
考

と
な
る
講
話
だ
っ
た
。

　

最
後
に
友
愛
活
動
部
北
川
副
部

長
の
閉
会
の
こ
と
ば
で
終
了
と

な
っ
た
。

⒈
チ
ー
ム
員
6
名
で
7
名
の
方
を

訪
問
・
見
守
り
活
動

　

活
動
員
自
身
も
70
歳
代
後
半
～

80
歳
代
に
な
っ
て
き
ま
し
た
の

で
、
華
々
し
い
活
動
よ
り
同
じ
年

代
の
友
人
と
し
て
の
よ
う
な
、
さ

り
げ
な
い
会
話
を
中
心
に
聞
き
役

に
な
っ
た
り
長
生
会
や
地
域
の
催

し
に
参
加
を
お
勧
め
し
た
り
な

ど
、
仲
間
と
し
て
動
く
よ
う
に
し

て
お
り
ま
す
。

　

我
が
チ
ー
ム
の
長
所
は
民
生
委

員
を
中
心
に
仲
の
よ
い
こ
と
で

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
子
ど
も
が
小
さ

い
頃
よ
り
気
心
知
れ
た
仲
間
で
す

の
で
、
年
4
回
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

の
際
に
も
対
象
者
全
員
を
皆
が
関

心
を
も
っ
て
、
ど
う
し
た
ら
元
気

で
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
か
話
し

合
っ
て
い
ま
す
。

　

先
日
も
外
出
先
で
面
識
の
な
い

ご
年
配
の
方
に
何
気
な
く
優
し
い

言
葉
を
か
け
て
い
る
の
を
同
行
の

友
人
に
感
心
さ
れ
た
と
の
お
話
を

聞
き
、
年
齢
を
重
ね
る
と
自
分
中

心
に
な
り
が
ち
な
日
常
に
視
野
を

広
く
考
え
ら
れ
る
の
も
友
愛
チ
ー

ム
員
と
し
て
の
日
々
が
養
っ
て
く

れ
る
の
で
は
と
話
し
合
い
ま
し

た
。

⒉
対
象
者

◦
１
０
２
歳
男
性
Ａ
さ
ん

　

車
椅
子
。
息
子
さ
ん
が
同
居
。

◦
92
歳
女
性
Ｂ
さ
ん

　

一
人
暮
ら
し
。
買
い
物
用
手
押

し
車
で
外
出
で
き
る
。

◦
92
歳
女
性
Ｃ
さ
ん

　

息
子
さ
ん
夫
婦
と
同
居
。
手
先

が
器
用
で
し
っ
か
り
し
て
い
る
。

◦
91
歳
女
性
Ｄ
さ
ん　

　

娘
さ
ん
家
族
と
同
居
。
耳
は
遠

い
が
会
話
は
き
ち
ん
と
で
き
る
。

◦
86
歳
女
性
Ｅ
さ
ん　

　

一
人
暮
ら
し
。
杖
を
つ
い
て
外

出
。娘
さ
ん
が
毎
週
見
え
て
い
る
。

◦
82
歳
女
性
Ｆ
さ
ん　

　

2
階
に
息
子
さ
ん
。
家
の
中
で

自
分
の
こ
と
は
で
き
る
。

◦
82
歳
女
性
Ｇ
さ
ん

　

一
人
暮
ら
し
。
息
子
さ
ん
が
よ

く
来
て
い
る
。
難
聴
な
の
で
仲
良

し
の
友
人
が
入
院
し
て
か
ら
は
老

人
ク
ラ
ブ
の
行
事
に
も
不
参
加
。

　

谷
中
朋
友
会
は
平
成
9
年
に
発

足
い
た
し
ま
し
た
。
友
愛
チ
ー
ム

の
現
在
の
対
象
者
は
非
会
員
の
女

性
2
名
、
男
性
1
名
で
す
。
対
象

者
に
な
っ
て
か
ら
10
年
く
ら
い
に

な
り
ま
す
。

⒈
89
歳
女
性
Ａ
さ
ん
の
場
合

　

息
子
さ
ん
と
2
人
暮
ら
し
で
毎

日
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
行
っ
て
お
り

ま
す
が
、
認
知
症
で
足
が
悪
く
車

椅
子
で
す
。
毎
月
1
回
集
会
所
の

カ
ラ
オ
ケ
に
息
子
さ
ん
と
一
緒
に

来
て
お
り
、
そ
の
た
び
に
私
は

会
っ
て
い
る
の
で
声
を
か
け
る

と
、
と
て
も
嬉
し
そ
う
に
話
し
て

く
れ
ま
す
。
体
は
と
て
も
元
気
で

す
。

⒉
90
歳
女
性
Ｂ
さ
ん
の
場
合

　

娘
さ
ん
と
2
人
暮
ら
し
で
、
こ

の
方
は
頭
は
し
っ
か
り
し
て
お
り

ま
す
が
足
が
悪
い
の
で
車
椅
子
で

す
。
週
3
回
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に

行
っ
て
お
り
、
行
か
な
い
時
は
娘

さ
ん
が
仕
事
を
休
ん
で
み
て
い
ま

す
。
本
紙
『
た
か
つ
』
に
俳
句
を

時
々
出
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
と
て
も
元
気
で
す
。

⒊
86
歳
男
性
Ｃ
さ
ん
の
場
合

　

こ
の
方
は
今
年
か
ら
対
象
者
に

な
り
ま
し
た
。家
族
と
一
緒
で
す
。

足
が
悪
い
の
で
外
出
は
あ
ま
り
し

な
い
よ
う
で
す
が
、
体
は
と
て
も

元
気
で
す
。

　

役
員
は
6
名
で
活
動
し
て
お
り

ま
す
。
訪
問
す
る
時
は
必
ず
2
名

で
行
動
し
て
お
り
ま
す
。
朋
友
会

で
は
対
象
者
が
多
く
な
ら
な
い
よ
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私たちは高津区老連の活動を応援しています

区
老
連
春
の
旅
行

猿
ヶ
京
温
泉

友
愛
チ
ー
ム

活
動
報
告

久
末
谷
中
朋
友
会　

友
愛
チ
ー
ム

赤
羽　

と
み

諏
訪
長
生
会　

友
愛
チ
ー
ム

郡
山　

泰
子
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私たちは高津区老連の活動を応援しています

う
に
毎
月
1
回
集
会
所
で
カ
ラ
オ

ケ
・
手
芸
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

毎
週
土
曜
日
は
午
前
10
時
か
ら
公

園
体
操
を
や
っ
て
お
り
ま
す
。

　

私
が
健
康
部
を
担
当
し
て
か
ら

今
年
で
3
年
目
に
な
り
ま
す
。
お

か
げ
さ
ま
で
一
度
の
事
故
も
ケ
ガ

人
も
な
く
無
事
に
健
康
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
を
や
っ
て
き
ま
し
た
。
皆
さ

ま
の
ご
協
力
に
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
最
初
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は
平

成
24
年
6
月
鎌
倉
大
仏
と
長
谷
寺

に
行
き
ま
し
た
。
9
月
に
は
ス
カ

イ
ツ
リ
ー
と
浅
草
寺
、
10
月
に
は

神
代
植
物
公
園
。
平
成
25
年
2
月

に
は
池
上
本
門
寺
と
池
上
梅
園
、

4
月
に
は
馬
事
公
苑
、
6
月
東
村

山
市
北
山
公
園
花
菖
蒲
苑
、
9
月

に
は
江
ノ
島
海
岸
散
策
、
11
月
に

は
フ
ー
テ
ン
の
寅
さ
ん
映
画
で
有

名
な
葛
飾
柴
又
帝
釈
天
と
寅
さ
ん

記
念
館
を
見
学
し
ま
し
た
。
今
年

に
な
っ
て
2
月
に
夢
見
ヶ
崎
動
物

公
園
散
策
の
予
定
で
し
た
が
、
前

日
に
関
東
地
方
40
年
ぶ
り
の
大
雪

で
や
む
な
く
延
期
に
し
ま
し
た
。

4
月
に
は
徳
川
将
軍
家
の
庭
園
浜

離
宮
庭
園
と
築
地
市
場
を
散
策
し

ま
し
た
。庭
園
に
は
3
百
年
の
松
、

海
岸
を
利
用
し
た
立
派
な
庭
園
で

し
た
。
帰
り
に
は
築
地
場
外
市
場

で
食
事
、
買
物
な
ど
散
策
し
な
が

ら
新
装
に
な
っ
た
歌
舞
伎
座
を
見

て
き
ま
し
た
。
毎
回
健
康
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
実
施
日
に
は
多
数
の
方
が

参
加
し
て
く
れ
て
嬉
し
く
思
っ
て

お
り
ま
す
。
今
後
も
い
ろ
い
ろ
と

検
討
反
省
し
て
企
画
を
た
て
、
健

康
で
楽
し
い
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

晴
天
に
恵
ま
れ
た
1
月
16
日
㈭

40
名
の
女
性
部
委
員
で
研
修
旅
行

に
箱
根
、
御
殿
場
方
面
へ
行
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

車
窓
よ
り
雪
の
覆
っ
た
富
士
山

を
、
追
い
越
し
追
い
抜
か
れ
な
が

ら
…
研
修
旅
行
で
す
の
で
何
を
し

た
ら
と
考
え
ま
し
た
と
こ
ろ
昨
年

市
老
連
女
性
部
大
会
の
時
、
講
演

で
川
崎
ク
リ
ニ
ッ
ク
病
院
の
宍
戸

寛
治
先
生
の
「
骨
粗
し
ょ
う
症
と

は
？
」
の
テ
ー
マ
で
お
話
し
を
し

て
く
だ
さ
り
、
何
回
聞
い
て
も
う

な
ず
け
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
急
き
ょ
病
院
に
問
い
合
わ

せ
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
参
加
者
分

い
た
だ
き
、
そ
れ
を
参
考
に
し
て

「
加
齢
に
よ
り
骨
量
の
変
化
」「
関

節
、
軟
骨
の
加
齢
変
化
」。
ま
た

皆
さ
ん
が
恐
れ
て
い
る
骨
粗
し
ょ

う
症
に
な
る
と
、
特
に
背
骨
、
手

首
、
太
も
も
の
付
け
根
を
骨
折
し

や
す
く
な
り
寝
た
き
り
に
な
る
可

能
性
が
十
分
考
え
ら
れ
ま
す
の

で
、
ふ
だ
ん
血
圧
を
計
る
よ
う
に

骨
量
も
定
期
的
に
量
っ
て
自
分
の

骨
の
健
康
を
知
る
こ
と
も
大
切
だ

そ
う
で
す
。
簡
単
で
し
た
が
、
バ

ス
の
中
で
の
研
修
発
表
会
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
芦
ノ
湖
を
眼
下
に
見
渡

す
成
川
美
術
館
を
見
学
し
、
名

勝
「
大
涌
谷
」
を
散
策
し
て
夕
暮

れ
ど
き
、
時
之
栖
の
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
に
感
動
し
レ
ス
ト
ラ
ン
麦

畑
で
美
味
し
い
地
ビ
ー
ル
な
ど
を

い
た
だ
き
な
が
ら
夕
食
を
済
ま

せ
、
無
事
何
事
も
な
く
帰
路
に
就

き
ま
し
た
。

　

4
月
23
日
・
24
日
の
一
泊
旅
行

に
総
勢
98
名
参
加
、
お
天
気
に
恵

ま
れ
和
気
あ
い
あ
い
と
出
発
。
ガ

イ
ド
さ
ん
も
大
ベ
テ
ラ
ン
で
、
ユ

ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
で
話
題
も
豊
富

で
2
日
間
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ

き
、
車
窓
か
ら
の
桜
満
開
の
景
色

と
、八
重
桜
も
見
事
に
咲
き
誇
り
、

周
辺
の
新
緑
と
、
遠
方
の
新
潟
の

山
々
は
雪
で
薄
化
粧
し
て
い
て
コ

ン
ト
ラ
ス
ト
上
々
で
し
た
。
太
田

市
北
部
運
動
公
園
に
到
着
。
丘
陵

一
面
に
ピ
ン
ク
の
芝
桜
と
、
ブ
ル

ー
の
ネ
モ
フ
ィ
ラ
の
じ
ゅ
う
た
ん

を
敷
き
つ
め
た
ご
と
く
覆
わ
れ
、

あ
ま
り
の
見
事
さ
に
我
を
忘
れ
茫

然
と
長
時
間
見
入
り
ま
し
た
。
ま

た
鯉
の
ぼ
り
が
多
数
風
に
な
び
い

て
泳
ぐ
さ
ま
は
見
事
で
し
た
。
道

健
康
部

健
康
部
長　

北
川　

一
夫

女
性
部
研
修
旅
行

女
性
部
長　

日
吉
た
え
子

区
老
連
春
の
旅
行

猿
ヶ
京
温
泉

下
作
延
中
央
第
一
寿
会

千
葉
千
代
子

路
渋
滞
も
な
く
、
宿
に
3
時
過

ぎ
に
到
着
し
、
の
ん
び
り
と
部

屋
か
ら
の
眺
望
も
素
晴
ら
し

く
、
堪
能
し
ま
し
た
。
翌
日
も

天
候
に
恵
ま
れ
足
尾
の
わ
た
ら

せ
渓
谷
鉄
道
の
ロ
ー
カ
ル
線
で

ゆ
っ
た
り
と
、
沿
線
の
景
色
を

楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
き
、
道
中

皆
さ
ん
と
元
気
に
過
ご
し
、
楽

し
い
一
泊
旅
行
が
で
き
ま
し
た

こ
と
に
感
謝
致
し
ま
す
。



　

第
36
回
川
崎
市
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
兼
第
27

回
全
国
健
康
福
祉
祭
出
場
選
抜
大

会▼
開
催
日　

平
成
26
年5

月
8
日
㈭

▼
場　

所　

富
士
見
公
園　

市
民
広
場　

参
加　

24
チ
ー
ム

▼
優　

勝　

大
師
地
区大

師
チ
ー
ム

▼
準
優
勝　

高
津
区子

母
口
寿
会
Ａ

▼
第
3
位　

田
島
地
区　

桜
本
2

▼
第
4
位　
（
敢
闘
賞
）　

幸
区

小
倉
西
老
人
ク
ラ
ブ

　

子
母
口
寿
会
Ａ
チ
ー
ム
の
選
手

5
名
を
紹
介
し
ま
す
。

　

加
藤　

芳
江
・
村
上　

忠
博

　

渡
辺　

春
雄
・
郡
司　

三
男

　

横
川
喜
美
恵

　

当
日
は
風
が
強
か
っ
た
が
、
晴

天
に
恵
ま
れ
絶
好
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
日
和
で
、
熱
戦
の
結
果
み
ご
と

に
高
津
区
の
子
母
口
寿
会
Ａ
が
準

優
勝
致
し
ま
し
た
。

　

上
位
3
チ
ー
ム
が
「
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
と
ち
ぎ
大
会
」
に
出
場
決

定
致
し
ま
し
た
。

　

第
20
回
川
崎
市
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
兼

第
27
回
全
国
健
康
福
祉
祭
出
場
選

抜
大
会

▼
開
催
日　

平
成
26
年5

月
20
日
㈫

▼
場　

所　

富
士
見
公
園

市
民
広
場　

参
加　

84
名

▼
優　

勝　

細
野　

勝
利

（
大
師
地
区
）

▼
第
3
位　

市
原　

光
子

（
高
津
区　

久
末
寿
会
）

▼
第
4
位　

川
田　

計
次

（
高
津
区　

久
末
寿
会
）

　

当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
絶
好
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
日
和
で
し
た

が
、
難
コ
ー
ス
も
あ
り
、
苦
労
さ

れ
て
ス
コ
ア
ー
を
落
し
た
方
も
多

か
っ
た
と
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

高
津
区
か
ら
2
名
が
「
ね
ん
り

ん
ピ
ッ
ク
と
ち
ぎ
２
０
１
４
大

会
」の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

１
日
誠
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し

た
。
役
員
の
皆
さ
ま
に
は
お
世
話

に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

記
憶
に
残
る
旅
の
思
い
出
は
？

と
聞
か
れ
て
、
真
っ
先
に
頭
に
浮

か
ぶ
の
は
、
群
青
色
の
大
海
原
に

飛
び
跳
ね
る
ク
ジ
ラ
の
姿
で
す
。

　

気
候
温
暖
の
沖
縄
、
慶け

ら

ま
良
間
諸

島
は
、
年
末
か
ら
春
3
月
頃
ま
で

出
産
・
育
児
の
た
め
集
ま
る
ク
ジ

ラ
を
見
る
絶
好
の
地
と
い
う
こ
と

で
、
建
国
記
念
日
を
利
用
し
て
ホ

エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
に
出
か
け

ま
し
た
。

　

那
覇
市
の
泊
港
か
ら
高
速
船
で

約
1
時
間
で
白
い
サ
ン
ゴ
の
砂
浜

と
青
い
イ
ン
ク
を
溶
か
し
た
よ
う

な
海
に
包
ま
れ
た
島
に
到
着
で

す
。
そ
こ
か
ら
は
小
さ
な
漁
船
の

よ
う
な
船
に
乗
り
換
え
て
、
民
宿

の
主
人
の
案
内
で
沖
を
目
指
し
て

い
ざ
出
発
で
す
。

　

間
も
な
く
遠
く
遥
か
に
威
勢
よ

く
潮
を
噴
き
上
げ
て
い
る
ク
ジ
ラ

を
発
見
す
る
と
、
船
の
エ
ン
ジ
ン

を
止
め
て
静
か
に
近
づ
き
ま
す
。

時
々
息
継
ぎ
の
た
め
海
上
に
頭
を

出
し
た
ク
ジ
ラ
は
、
大
き
な
尾
び

れ
を
高
々
と
見
せ
な
が
ら
ゆ
っ
く

り
と
沈
ん
で
ゆ
き
ま
す
。

　

ま
た
時
に
は
、
お
腹
の
横
縞
を

見
せ
な
が
ら
ジ
ャ
ン
プ
し
て
体
を

ひ
ね
り
、
遠
路
訪
ね
て
来
た
私
た

ち
に
精
い
っ
ぱ
い
の
サ
ー
ビ
ス
、

お
も
て
な
し
を
し
て
く
れ
て
る
よ

う
に
思
わ
れ
ま
し
た
。

　

皆
、
カ
メ
ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

切
る
の
も
す
っ
か
り
忘
れ
て
大
き

な
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。
旅

行
社
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
双
眼

鏡
、船
酔
い
の
薬
を
忘
れ
ず
に
・・・

と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
け
ど
、
目

の
前
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
一
大

シ
ョ
ー
に
は
全
然
不
要
で
し
た
。

　

こ
の
度
、
慶
良
間
諸
島
の
近
辺

が
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
た
こ
と

を
知
り
、
限
り
な
い
喜
び
で
す
。

も
う
一
度
、
元
気
な
う
ち
に
訪
ね

て
み
た
い
観
光
地
の
一
つ
で
す
。
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ホ
エ
ー
ル

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

津
田
山
福
寿
会

　

木
下　

純
子 特

集
旅
の
思
い
出

ク
ラ
ブ
の
活
動

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
部
長

荒
井　
　

孝

グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
部
長

荒
井　
　

孝



　

今
か
ら
30
年
ほ
ど
前
、
私
が

「
幸
」
消
防
署
に
勤
め
て
い
た
こ

と
か
ら
「
幸
」
消
防
団
の
団
長
や

幹
部
の
人
た
ち
と
今
で
も
懇
意
に

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

20
年
ほ
ど
前
だ
っ
た
ろ
う
か
、

団
か
ら
県
外
視
察
を
兼
ね
た
南
九

州
へ
の
2
泊
3
日
の
旅
行
に
誘
わ

れ
、
総
勢
十
数
人
が
宮
崎
空
港
に

降
り
立
つ
と
、
チ
ャ
ー
タ
ー
し
た

大
型
バ
ス
が
出
迎
え
て
お
り
ま
し

た
。
最
初
の
1
日
目
は
宮
崎
県
の

名
所
を
回
り
、
2
日
目
は
鹿
児
島

市
内
を
見
物
し
指い
ぶ
す
き宿
泊
ま
り
で
し

た
。
宿
に
着
く
と
さ
っ
そ
く
砂
風

呂
に
行
こ
う
と
い
う
こ
と
で
、
タ

ク
シ
ー
に
分
乗
し
て
現
場
に
行

き
、
係
員
の
説
明
を
聞
き
、
浴
衣

に
着
替
え
て
海
岸
に
出
ま
し
た
。

　

青
い
海
と
白
浜
で
は
、
担
当
者

が
ス
コ
ッ
プ
で
順
次
穴
を
掘
り
、

そ
の
中
に
上
向
き
で
寝
て
首
だ
け

出
し
て
埋
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。

心
地
良
い
熱
気
と
バ
ス
の
中
で
飲

ん
だ
お
酒
が
き
い
て
、
私
は
い
つ

の
間
に
か
眠
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
ど
の
く
ら
い
経
っ
た
で
し
ょ

う
か
、
大
音
量
の
ス
ピ
ー
カ
ー
が

私
に
至
急
宿
に
戻
る
よ
う
告
げ
て

い
ま
し
た
。
は
っ
と
驚
き
目
を
覚

ま
し
、
あ
た
り
の
様
子
を
眺
め
れ

ば
、
見
知
ら
ぬ
人
ば
か
り
、
慌
て

て
脱
衣
場
に
か
け
戻
り
身
支
度
も

も
ど
か
し
く
、
ほ
う
ほ
う
の
て
い

で
宿
に
着
く
と
急
い
で
宴
会
場
に

行
き
、
這
う
よ
う
に
自
分
の
席
に

着
い
た
と
た
ん
全
員
に
大
爆
笑
さ

れ
ま
し
た
。
数
多
い
旅
行
の
中
で

こ
の
旅
だ
け
は
今
も
鮮
明
に
残
っ

て
い
ま
す
。
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旅
の
想
い
出

久
地
第
一
と
き
わ
会

　

川
邉　

直
行

　

先
日
友
人
と
ド
イ
ツ
ロ
マ
ン
紀

行
の
旅
に
ツ
ア
ー
で
参
加
し
ま
し

た
。ド
イ
ツ
航
空
往
復
直
行
便
で
、

成
田
よ
り
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
へ
約
12
時

間
か
け
到
着
し
ま
し
た
。
時
差
は

日
本
マ
イ
ナ
ス
8
時
間
で
す
。

　

翌
日
、
待
望
の
白
亜
の
名
城
ノ

イ
シ
ュ
ヴ
ァ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
城

へ
。
途
中
ま
で
馬
車
で
坂
道
を
登

り
ま
し
た
。

　

ガ
イ
ド
の
説
明
で
は
白
鳥
の
よ

う
な
お
城
と
い
う
意
味
だ
そ
う
で

す
。
す
ば
ら
し
い
景
観
の
お
城
で

す
。
そ
れ
か
ら
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ

ク
街
道
を
ド
ラ
イ

ブ
、
絵
に
な
る
よ

う
な
景
色
の
並
木

道
を
約
3
時
間
、

途
中
世
界
遺
産
の

ヴ
ィ
ー
ス
の
巡
礼

教
会
を
見
学
、
古

都
デ
ィ
ン
ケ
ル
ス

ビ
ュ
ー
ル
の
散
策

に
立
ち
寄
り
、
城

壁
内
の
ホ
テ
ル
に

宿
泊
す
る
。

　

町
の
中
に
城
壁

が
あ
る
の
に
は
驚

い
た
。
古
代
の
争
い
の
遺
跡
か
？ 

早
朝
に
城
壁
を
散
策
。

　

マ
イ
セ
ン
陶
器
工
房
の
実
演
を

見
学
、
専
用
バ
ス
で
首
都
ベ
ル
リ

ン
へ
、
市
内
観
光
、
ブ
ラ
ン
デ
ン

ブ
ル
ク
門
、
ベ
ル
リ
ン
の
壁
跡
に

接
し
、
東
西
冷
戦
時
代
を
思
い
お

こ
し
戦
争
の
悲
惨
さ
を
感
じ
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
ポ
ツ
ダ
ム
市
内
を
観

光
、
戦
争
処
理
の
各
首
脳
の
会
談

会
場
を
確
認
、
二
度
と
戦
争
を
起

こ
し
て
は
な
ら
な
い
と
感
ず
る
。

　

雄
大
な
ラ
イ
ン
河
畔
を
ド
ラ
イ

ブ
し
な
が
ら
ケ
ル
ン
へ
、
途
中
ラ

イ
ン
河
の
真
珠
と
も
呼
ば
れ
る
ワ

イ
ン
生
産
地
で
試
飲
し
世
界
遺
産

の
ケ
ル
ン
大
聖
堂
を
見
学
し
フ
ラ

ン
ク
フ
ル
ト
よ
り
成
田
直
行
便
に

て
帰
国
す
る
。

　

最
初
に
滞
在
し
た
モ
ー
レ
ア
島

は
、
地
上
の
楽
園
そ
の
も
の
。
画

家
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
が
「
古
城
の
よ
う

だ
」
と
表
現
し
た
山
を
中
心
に
手

つ
か
ず
の
自
然
と
太
陽
の
光
を
浴

び
て
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
く
透
き
と
お

る
青
い
海
は
美
し
す
ぎ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
水
上
コ
テ
ー
ジ
か
ら
海

に
か
か
る
階
段
を
降
り
る
と
、
足

元
に
は
色
と
り
ど
り
の
魚
た
ち
が

楽
し
そ
う
に
泳
ぎ
回
る
そ
の
姿
を

見
て
、
私
も
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ

を
付
け
魚
た
ち
と
泳
ぎ
、
夜
に
な

る
と
満
天
の
星
た
ち
が
光
り
輝

き
、
天
の
川
や
南
十
字
星
に
魅
了

さ
れ
、
滞
在
中
ず
っ
と
自
然
に
包

ま
れ
水
上
コ
テ
ー
ジ
に
い
る
だ
け

で
最
高
に
癒
さ
れ
、
地
上
の
楽
園

を
存
分
に
満
喫
で
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
訪
れ
た
の
は
、
首
都
パ

ペ
ー
テ
、
モ
ー
レ
ア
島
に
い
た
私

た
ち
に
は
都
会
で
し
た
。
マ
ル

シ
ェ
（
市
場
）
で
買
い
物
を
し
た

り
現
地
の
人
々
と
交
流
を
し
、
タ

ヒ
チ
が
よ
り
身
近
で
親
し
み
を
感

じ
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
誕
生
日
当
日
、
海
に

つ
な
が
っ
た
よ
う
に
見
え
る
プ
ー

ル
に
あ
る
バ
ー
ま
で
泳
ぎ
コ
コ

ナ
ッ
ツ
の
入
っ
た
カ
ク
テ
ル
を
飲

み
、
そ
の
時
出
会
っ
た
人
た
ち
と

乾
杯
し
、
夜
は
た
く
さ
ん
の
シ
ー

フ
ー
ド
と
ト
ロ
ピ
カ
ル
フ
ル
ー
ツ

を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
力
強
い
タ
ヒ
チ
ア
ン

ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
を
見
て
い
る
と
、

ダ
ン
サ
ー
た
ち
に
誘
わ
れ
舞
台
に

あ
が
り
、
一
緒
に
踊
っ
た
体
験
は

バ
ー
か
ら
の
美
し
い
眺
め
と
同
様

に
誕
生
日
を
タ
ヒ
チ
で
過
ご
し
た

特
別
な
思
い
出
と
な
り
、
何
年

た
っ
て
も
色
あ
せ
る
こ
と
な
く
目

に
浮
か
び
ま
す
。

タ
ヒ
チ
で
の
誕
生
日

下
作
延
東
町
会
な
ご
み
会

平
野　

茂
子

旅
の
思
い
出

諏
訪
長
生
会

　

松
浦　

秀
吉



　

東
北
の
遅
い
桜
を
楽
し
み
た
く

て
、
5
月
の
初
め
に
車
で
出
か
け

ま
し
た
。
目
的
地
は
友
人
の
い
る

石
巻
、
石
割
桜
の
盛
岡
、
さ
く
ら

ま
つ
り
の
弘
前
で
す
。
つ
ま
り
桜

を
追
っ
て
の
旅
を
計
画
し
ま
し

た
。

　

石
巻
で
は
、
震
災
か
ら
二
年
が

経
っ
て
い
ま
し
た
が
、
テ
レ
ビ
で

見
て
い
た
光
景
が
ラ
イ
ブ
で
私
自

身
の
目
に
入
っ
て
き
ま
し
た
。
荒

涼
と
し
た
広
場
に
復
興
を
意
図
し

た
旗
が
報
道
の
通
り
揚
が
っ
て
い

ま
し
た
が
、
周
囲
の
広
さ
は
小
さ

な
も
の
で
、
復
興
の
輪
の
広
が
り

が
ま
だ
小
さ
い
ん
だ
な
と
感
じ
ま

し
た
。
リ
ア
ス
式
海
岸
の
幾
つ
か

の
半
島
の
海
岸
線
を
走
り
ま
し
た

が
、
津
波
は
予
想
を
超
え
る
高
さ

ま
で
到
達
し
、
破
壊
、
浸
食
し
て

い
ま
し
た
。

　

友
人
と
会
っ
て
、
石
巻
の
市
内

と
被
災
現
場
を
案
内
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
幸
い
に
も
友
人
宅
は
床

下
浸
水
で
事
な
き
を
得
た
よ
う
で

す
が
、
津
波
到
来
時
は
海
岸
近
く

の
職
場
の
屋
上
で
何
と
か
や
り
過

ご
し
、
自
宅
に
翌
夜
た
ど
り
着
く

ま
で
家
族
の
安
否
が
つ
か
め
ず
心

配
で
た
ま
ら
な
か
っ
た
と
の
こ
と

で
し
た
。

　

私
も
当
時
安
否
の
確
認
は
し
ま

し
た
が
、
そ
れ
以
上
の
言
葉
が
出

ず
、
沈
痛
な
日
々
で
し
た
。
日
和

山
か
ら
海
岸
を
見
る
と
、
が
れ
き

は
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
建

物
は
な
く
、
今
ま
で
こ
の
場
所
で

仕
事
を
し
、
生
活
し
て
い
た
と
は

思
え
な
い
光
景
で
し
た
。
日
和
山

の
下
の
津
波
の
直
撃
を
受
け
た
小

学
校
は
焼
け
た
あ
と
が
残
り
、
悲

惨
な
も
の
で
し
た
。
こ
の
小
学
校

で
は
犠
牲
者
が
な
か
っ
た
と
の
こ

と
、
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
避
難
し
き
れ
ず
に
多
く

の
学
童
が
亡
く
な
っ
た
小
学
校
も

あ
り
、
自
然
の
力
の
凄
ま
じ
さ
と

人
間
の
非
力
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

人
類
は
知
能
で
繁
栄
し
て
き
た
動

物
で
あ
り
、
こ
の
教
訓
を
生
か

し
、
未
来
に
繋
げ
て
い
か
な
け
れ

ば
と
思
い
ま
し
た
。
石
巻
で
ご
馳

走
に
な
っ
た
海
鮮
丼
は
絶
品
で
し

た
。
働
い
て
い
る
人
々
の
明
る
い

声
や
友
人
の
言
葉
に
震
災
に
負
け

ず
生
き
て
い
こ
う
と
す
る
た
く
ま

し
さ
も
感
じ
ま
し
た
。
一
日
も
早

く
平
穏
な
日
常
生
活
が
戻
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
後
、
盛
岡
で
石
割
桜
を

久
々
に
見
て
、
桜
の
た
く
ま
し
さ

と
美
し
さ
を
感
じ
、
桜
を
写
真
に

撮
り
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
て
も

ら
っ
た
若
い
カ
ッ
プ
ル
を
フ
ォ
ト

デ
ー
タ
に
納
め
ま
し
た
。
弘
前
公

園
の
桜
は
三
〜
五
分
咲
き
で
、
か

つ
雨
と
散
々
な
も
の
で
し
た
。

　

気
を
取
り
直
し
、
久
慈
の
「
あ

ま
ち
ゃ
ん
」
の
撮
影
現
場
を
見
る

べ
く
、
計
画
を
変
更
し
、
久
慈
に

行
き
ま
し
た
。
三
陸
鉄
道
の
久
慈

駅
前
か
ら
小
袖
海
岸
へ
バ
ス
で
行

き
ま
し
た
。
海
岸
に
は
観
光
客
を

迎
え
る
元
気
な
声
が
聞
こ
え
て
い

ま
し
た
。
途
中
、
退
役
し
た
海
女

さ
ん
か
ら
、
取
れ
た
て
の
シ
ラ
ス

干
し
を
ご
ち
そ
う
に
な
り
ま
し

た
。
天
日
に
干
し
て
い
る
シ
ラ
ス

を
つ
か
ん
で
「
食
べ
て
」
と
手
渡

し
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
い
し

か
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
久
慈
の
観
光
案
内
で
、

現
地
情
報
を
親
切
丁
寧
に
教
え
て

い
た
だ
き
、
前
述
の
よ
う
な
楽
し

い
想
い
出
が
で
き
ま
し
た
。

　

旅
は
、
景
色
を
見
る
こ
と
の
他

に
旅
先
で
の
人
と
の
出
会
い
も
大

切
な
想
い
出
で
す
。
今
回
は
桜
は

残
念
で
し
た
が
、
被
災
地
の
方
々

に
は
生
き
て
い
く
活
力
も
い
た
だ

き
、
脳
裏
に
も
鮮
明
な
フ
ォ
ト

デ
ー
タ
で
残
る
素
晴
ら
し
い
旅
で

し
た
。

　

２
０
０
１
年
9
月
23
日
〜
24

日
、
1
泊
2
日
の
旅
行
に
妻
と
一

緒
に
出
発
し
ま
し
た
。

　

朝
早
く
羽
田
空
港
よ
り
富
山
空

港
に
着
き
、
バ
ス
で
大
観
峰
へ
。

そ
こ
か
ら
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
黒
部

平
ま
で
行
き
、
さ
ら
に
ケ
ー
ブ
ル

カ
ー
で
黒
部
ダ
ム
に
着
く
。
そ
こ

で
見
た
ダ
ム
の
高
さ
は
な
ん
と
日

本
一
の
１
８
６
メ
ー
ト
ル
。
そ
こ

か
ら
水
が
落
下
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ホ
テ
ル
の
温
泉
に
入

り
、
食
事
を
し
て
1
泊
。
翌
朝
テ

レ
ビ
を
見
て
い
た
ら
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
飛
行
機
が
ビ
ル
に
突
っ

込
み
崩
れ
落
ち
る
と
い
う
同
時
多

発
テ
ロ
が
発
生
し
、
大
き
な
問
題

と
な
り
世
界
中
が
大
騒
ぎ
で
し

た
。

　

そ
の
日
は
上
高
地
の
大
正
池
を

散
策
、ア
ル
プ
ス
の
山
々
を
眺
め
、

富
山
空
港
か
ら
羽
田
空
港
へ
。

　

羽
田
空
港
で
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
同
時
多
発
テ
ロ
で
大
騒
ぎ
。
荷

物
検
査
で
人
が
あ
ふ
れ
、
出
口
が

混
雑
し
て
い
て
、
な
か
な
か
外
に

出
ら
れ
ず
、
帰
宅
が
遅
く
な
っ
た

想
い
出
深
い
旅
行
で
し
た
。

　

♪
旅
行
け
ば
駿
河
の
国
に
茶
の

香
り
…
歌
の
文
句
を
一
節
う
な

り
ぁ
カ
モ
メ
仲
間
が
振
り
返
る
…

♪
「
歌
は
世
に
つ
れ
、
世
は
歌
に

つ
れ
」
な
ど
と
申
し
ま
す
が
、
旅

と
歌
が
大
好
き
な
私
の
人
生
は

「
陽
気
く
ら
し
の
鼻
歌
人
生
」
み

た
い
な
生
き
方
を
し
て
い
る
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。
旅
の
思
い
出
と

唄
っ
た
歌
の
思
い
出
は
数
え
切
れ

な
い
く
ら
い
、
た
く
さ
ん
あ
り
ま
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旅
の
想
い
出

北
見
方
第
二
長
生
会

　

本
多　

修
一

立
山
黒
部

ア
ル
ペ
ン
旅
行

新
作
親
寿
会

　

寺
㟢　
　

坦

カ
ラ
オ
ケ
三
昧

・
歌
の
旅

下
作
延
中
央
第
２
寿
会

岩
崎　

輝
彌



　

ユ
キ
ヤ
ナ
ギ
も
盛
り
を
過
ぎ
、

今
は
名
前
は
知
ら
な
い
が
白
い
花

弁
の
先
が
赤
紫
の
花
が
群
生
し
て

い
ま
す
。
こ
こ
は
多
摩
川
の
河
川

敷
・
第
三
京
浜
の
赤
い
橋
の
少
し

下
流
。
二
子
橋
か
ら
丸
子
橋
ま
で

早
歩
き
の
帰
り
道
で
す
。

　

3
月
26
日
に
行
わ
れ
た
区
老
連

研
修
会
で
の
区
役
所
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー
所
長
大
塚
吾
郎
さ
ん

の
『
２
０
２
０
年
こ
ん
な
自
分
で

い
た
い
！
』
を
聴
い
て
、
私
は

「
２
０
２
０
年
も
孫
と
ス
キ
ー
を

し
て
い
る
自
分
で
い
た
い
」
と
思

い
ま
し
た
。

　

私
は
孫
（
中
1
・
小
6
の
男

子
）
が
３
・
４
歳
の
時
か
ら
毎
年

ス
キ
ー
に
行
っ
て
い
ま
す
。
今

シ
ー
ズ
ン
は
と
う
と
う
、
育
ち
盛

り
の
彼
た
ち
の
ス
ピ
ー
ド
に
つ
い

て
い
か
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

今
ま
で
も
早
歩
き
を
や
っ
て
い

ま
し
た
が
、
大
塚
所
長
の
話
を
契

機
に
、【
２
０
２
０
年
、
大
学
生

に
な
っ
た
孫
と
ス
キ
ー
を
し
て
い

る
73
歳
の
自
分
】
を
『
目
標
』
に

『
計
画
（
一
日
一
万
歩
以
上
）』
を

立
て
て
『
行
動
』
し
よ
う
と
、
翌

日
か
ら
始
め
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん

毎
日
歩
け
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
歩
く
こ
と
を
生
活
の
一
部

に
組
み
入
れ
て
習
慣
に
し
て
い
こ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

い
つ
も
歩
く
の
は
二
子
橋
〜
多

摩
水
道
橋
（
登
戸
）
や
二
子
橋
〜

丸
子
橋
で
す
。
会
っ
た
ら
あ
い
さ

つ
し
て
く
だ
さ
い
。

　

よ
ろ
し
く
！

　

ま
だ
テ
レ
ビ
が
な
か
っ
た
時
代

は
娯
楽
の
一
つ
と
し
て
映
画
を
観

る
の
が
楽
し
み
で
し
た
。
自
分
は

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
日
本
の
映
画

よ
り
外
国
の
方
が
好
き
で
特
に
西

部
劇
映
画
が
大
好
き
で
す
。

　

イ
ン
デ
ィ
ア
ン
と
騎
兵
隊
と
の

戦
い
で
、
二
丁
拳
銃
の
早
撃
ち
ガ

ン
マ
ン
が
悪
人
を
倒
し
た
時
は
、

ス
カ
ー
と
し
た
気
持
ち
に
な
り
魅

力
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

今
で
も
心
に
残
っ
て
い
る
思
い

出
の
映
画
は
、『
真
昼
の
決
闘
』（
ゲ

イ
リ
ー
・
ク
ー
パ
ー
）、『
シ
ェ
ー

ン
』（
ア
ラ
ン
・
ラ
ッ
ド
）、「
駅

馬
車
』（
ジ
ョ
ン
・
ウ
ェ
イ
ン
）、

『
O
K
牧
場
の
決
斗
』（
バ
ー
ト
・

ラ
ン
カ
ス
タ
ー
）、『
大
い
な
る
西

部
』、『
誇
り
高
き
男
』
な
ど
、
思

い
出
の
映
画
は
た
く
さ
ん
観
ま
し

た
。

　

ま
た
映
画
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
中

の
音
楽
（
主
題
歌
）
に
魅
力
が
あ

り
、
時
々
C
D
、
カ
セ
ッ
ト
テ
ー

プ
で
聴
い
て
は
そ
の
映
画
の
シ
ー

ン
を
思
い
出
し
て
お
り
ま
す
。
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会 

員 

投 

稿

２
０
２
０
年
、
大
学
生
に
な
っ
た
孫
と

ス
キ
ー
を
す
る
73
歳
の
私

久
地
い
き
い
き
ク
ラ
ブ　

斉
藤　

正
男

す
。

　

旅
の
途
中
の
バ
ス
の
中
で
の
カ

ラ
オ
ケ
、
面
白
お
か
し
い
落
語
の

お
ち
の
よ
う
な
駄
洒
落
の
応
酬
、

楽
し
い
会
話
と
至
福
に
満
ち
た
笑

顔
の
輝
き
、
走
馬
灯
の
よ
う
に
浮

か
ん
で
は
消
え
て
い
く
絵
の
よ
う

な
窓
か
ら
の
光
景
、ロ
ー
ド
・
ム
ー

ビ
ー
を
見
て
い
る
よ
う
な
旅
の
ア

ル
バ
ム
は
、
確
か
に
「
至
福
の
ひ

と
と
き
」
に
な
り
ま
す
ね
。

　

わ
が
旅
の
写
真
集
の
中
の
1

枚
、
そ
こ
に
亡
き
人
の
面
影
と
唄

声
が
鮮
や
か
に
よ
み
が
え
っ
て
き

ま
す
。
昭
和
40
年
代
、
下
作
延
・

笹
の
原
組
12
世
帯
は
、
常
会
（
毎

月
順
番
に
会
議
を
す
る
宿
を
代
え

て
い
く
方
式
）
を
行
い
、
そ
こ
で

町
会
費
の
徴
収
と
旅
行
費
と
し

て
、
毎
月
金
3
０
０
０
円
ず
つ
1

年
間
積
み
立
て
し
て
、
秋
に
1
泊

2
日
、
専
門
運
転
手
つ
き
の
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
で
毎
年
旅
行
に
行
っ
て

ま
し
た
。
当
時
は
ボ
ウ
リ
ン
グ
が

盛
ん
で
、
常
会
の
終
了
後
は
必
ず

み
ん
な
で
近
く
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
場

に
行
っ
て
ま
し
た
。

　

熱
海
に
行
っ
た
と
き
で
す
。
途

中
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
し
て
、
夜
の
宴

会
は
芸
者
を
頼
み
、
カ
ラ
オ
ケ
を

存
分
楽
し
み
ま
し
た
。
お
一
人
、

ま
っ
た
く
歌
な
ど
唄
っ
た
こ
と
が

な
い
と
い
う
謹
厳
実
直
な
年
配
の

方
が
い
ま
し
た
。宴
も
た
け
な
わ
、

私
の
出
番
で
す
。
そ
の
方
を
芸
者

と
と
も
に
ス
テ
ー
ジ
に
上
げ
て

「
さ
あ
、私
と
一
緒
に
歌
い
ま
し
ょ

う
」
と
誘
い
「
さ
あ
、
ど
ん
な
歌

を
唄
い
ま
し
ょ
う
か
」
と
促
す
と

「
岩
崎
さ
ん
と
一
緒
な
ら
」と
言
っ

て
『
船
頭
小
唄
』
を
選
び
ま
し
た
。

一
世
一
代
の
歌
声
で
し
た
。
そ
こ

で
、
カ
メ
ラ
を
パ
チ
リ
思
い
出
の

名
場
面
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し

た
。
後
日
、家
族
の
方
に
聞
く
と
、

彼
の
人
生
の
最
初
で
最
後
の
唄
う

姿
で
す
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
彼
の

歌
声
は
一
切
聴
い
た
こ
と
が
な
い

と
い
う
家
族
の
方
も
び
っ
く
り
さ

れ
た
ら
し
い
で
す
。
録
音
で
き
て

い
た
ら
記
念
に
残
っ
た
の
で
す
が

残
念
で
す
。
し
か
し
、
わ
が
心
の

奥
に
は
、
懐
か
し
く
、
真
面
目
に

唄
っ
た
彼
の
面
影
と
歌
声
が
身
に

し
み
て
よ
み
が
え
っ
て
く
る
の
で

す
。

　

♪
俺
は
川
原
の
枯
れ
ス
ス
キ
…

♪
聴
く
た
び
に
泣
け
て
く
る
の
で

す
。
合
掌

坂
戸
住
宅
長
生
会

北
川　

一
夫

思
い
出
の
西
部
劇
映
画



久
本
第
一
長
生
会　

佐
々
木
武
郎

菜
の
花
や
海
一
望
の
丘
に
立
つ

長の
ど
け閑
し
や
大
海
原
に
帆
の
一
つ

春
の
暮
沖
の
タ
ン
カ
ー
遅ち

ち々

と
航ゆ

く

梶
ヶ
谷
に
こ
に
こ
会　

千
田
幸
智
子

検
診
了
へ
ほ
っ
と
安
堵
の
秋
日
和

草
も
木
も
ほ
ほ
ゑ
み
育
つ
春
の
雨

風
に
揺
れ
風
を
遊
ば
せ
猫
じ
ゃ
ら
し

梶
ヶ
谷
に
こ
に
こ
会　

防よ
け
む
ら村
ス
ヱ
子

飛
石
の
狭
間
に
咲
い
て
螢
草

さ
み
ど
り
の
球た
ま

の
ほ
ぐ
れ
し
蕗
の
と
う

凌の
う
ぜ
ん
か

霄
花
数あ
ま
た多

の
ラ
ン
プ
は
な
や
か
に

東
末
長
ひ
ま
わ
り
会　

日
吉
た
え
子

畦
道
の
カ
カ
シ
祭
り
に
彼
岸
花

人
生
に
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
お
千
代
さ
ん

冬
了お
わ

り
手
袋
片
方
ど
こ
へ
や
ら

二
子
若
菜
会　

斉
藤　

幸
子

三
ッ
池
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
花
筏

や
ん
わ
り
と
土
に
顔
出
す
蕗
の
と
う

早は
や
め愛

で
し
河
津
桜
の
下
く
ぐ
る

久
本
第
三
長
生
会　

青
柳　

憲
子

落
花
舞
う
愛い

と

し
弟
の
一
周
忌

大
雪
に
八
十
路
の
夫つ
ま

の
大
奮
闘

師
の
笑
顔
桜
吹
雪
の
夢
の
中

諏
訪
長
生
会　

倉
井
久
美
子

◉
猿
ヶ
京
の
旅

目
に
青
葉
百
万
株
の
芝
桜

銅
山
の
お
も
か
げ
残
し
桜
満
開

さ
わ
や
か
に
三
十
六
ヶ
寺
遍
路
旅

坂
戸
友
和
会　

鵜
川
み
ち
子

さ
つ
き
晴
芝
生
の
上
で
う
と
〳
〵
と

外
人
の
御
点
前
の
指
風
薫
る

夏
鴨
の
ど
ち
ら
が
親
が
も
子
が
も
か
な

坂
戸
友
和
会　

阿
部
み
ち
え

年
毎
に
花
束
重
し
母
の
日
よ

花
水
木
に
見
惚と

れ
つ
ま
ず
く
馴
れ
た
道

時
忘
れ
お
し
ゃ
べ
り
楽
し
日
永
か
な

坂
戸
友
和
会　

高
橋　

徳
子

◉
三
十
三
観
音
参
り

賽さ
い

の
河
原
水
子
地
蔵
に
夏
が
来
た

殺せ
っ
し
ょ
う
せ
き

生
石
い
わ
れ
の
道
に
つ
つ
じ
咲
く

新
緑
の
中
を
の
ぞ
け
ば
小
鳥
の
巣

下
作
延
第
一
長
寿
会　

古
川　

き
よ

◉
区
老
連
春
の
旅

廃
鉱
の
村
に
百
連
鯉
幟

過
酷
な
る
銅
山
の
跡
植
樹
の
芽

廃
鉱
の
銅
山
つ
つ
む
花
ふ
ぶ
き

二
子
ロ
ン
ラ
イ
ク
ラ
ブ　

長
谷
川
良
子

あ
っ
た
こ
と
も
な
か
っ
た
か
の
や
う
森
羅
万
象

覆
ひ
て
降
れ
り
古
里
の
雪

振
り
向
け
ば
よ
く
ぞ
生
き
来
し
長
き
ひ
と
世

詩ぎ

ん吟
と
短う

た歌
と
を
道
連
れ
と
し
て

わ
れ
の
血
を
継
ぐ
孫
七
人
そ
れ
〴
〵
に

我
の
持
た
ざ
る
個
性
に
生
き
る

二
子
若
菜
会　

大
迫　

惠
弘

◦
退
院
時
の
感
懐
「
医
は
仁
術
」
な
り

救
は
れ
し
病や
ま

ひ
患
わ
ず
ら
ひ
心
の
医出

舟
入
舟
東
横
病み
な
と院

◦
弱よ

わ
そ
う
く

痩
躯

人ひ

と世
は
み
な
理わ

け由
あ
り
疵き
ず

あ
り
持や
ま
い病

あ
り

旧ふ

り
ゆ
く
身
に
は
明あ

す日
が
不み

え

ぬ
分
明

平成 26 年 7 月 10 日発行 第 19 号（12）た か つ

　

第
20
号
（
平
成
年
27
年
1
月
号
）
に
掲
載
す
る

文
芸
作
品
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

投
稿
は
紙
面
の
関
係
上
、
1
人
3
句
ま
で
と
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
多
く
の
皆
様
の
ご
投
稿
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

文
芸
欄
投
稿
に
つ
い
て

俳
　
句

短
　
歌



　

新
年
度
、
新
会
長
も
就
任

さ
れ
、
広
報
部
も
新
た
な
気

持
ち
で
努
力
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
号
も
皆
さ
ま
の
熱
心
な

ご
投
稿
の
お
か
げ
で
豊
か
な

誌
面
に
な
り
ま
し
た
。

　

会
員
増
強
が
叫
ば
れ
る

中
、
会
報
誌
の
役
割
は
大
な

る
も
の
と
思
い
ま
す
。
さ
ら

な
る
充
実
の
た
め
、
皆
さ
ま

の
ご
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、
旅

行
他
、
各
行
事
の
写
真
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

次
回
新
年
号
の
テ
ー
マ
は

「
わ
た
し
の
生
き
が
い
」
と

し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
原
稿

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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私たちは高津区老連の活動を応援しています

下
作
延
第
一
長
寿
会　

古
川　

き
よ

下
作
延
第
一
長
寿
会　

滝
村　

綾
子

書

私たちは高津区老連の活動を応援しています

◆石黒　義章　◆萱嶋　千之

◆寺㟢　　坦　◆平野　茂子

◆平野　一雄　◆古川　きよ

会報広報部 編

集

後

記
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月 実施日 事 業 内 容 備 　 考

原　則
として

毎月月始め 理事会会議 ちどり

毎月月始め 高津地区 ･ 橘地区会長会議 ちどり ･ 橘出張所

4

4 老人クラブ ･ 友愛チーム
補助金申請書提出 区役所 5 階

21 区老連健康ウオーキング 浜離宮と築地市場

23 ～ 24 区老連春の親睦旅行 猿ヶ京温泉

25 総会 JA セレサ 3 階

30 区老連女性部　顔合わせ

5

8 市老連ゲートボール大会
選抜（予備日 15） 富士見公園 市民広場

13 市老連グラウンドゴルフ
大会選抜（予備日 20） 富士見公園 市民広場

14 市老連新任会長研修会 エポックなかはら

30 区老連女性部
啓発物品作成

未定 区老連健康ウオーキング

6

11 市老連新任友愛チーム
代表研修会 エポックなかはら

19 ～ 23 高津区老連趣味の作品展 大山街道ふるさと館

30 区老連女性部
啓発物品作成

未定 区老連健康ウオーキング

7

2 ～ 4 市老連夏の盆踊り旅行 スパリゾートハワイアンズ

27 高津区民祭参加 大山通り

29 高津区老連演芸大会　
すくらむ 21

（川崎市男女共同参画セ
ンター）

未定 高津区社協健康福祉まつり てくのかわさき

未定 区老連日帰り旅行桃狩り 山梨方面

8 未定 橘ふるさと祭り 川崎市民プラザ

月 実施日 事 業 内 容 備 　 考

9

5

高津地区
・橘地区合同交流会議 JA セレサ 3 階

市老連老人福祉大会
･ 老人クラブ大会 エポックなかはら

24 ～ 26 市老連グラウンドゴルフ
フェスティバル 白樺湖・池の平温泉

28 区老連スポーツ大会 久本小学校

未定 区老連健康ウオーキング

未定 区老連女性部　料理教室 てくのかわさき

未定 日帰り旅行 富士山と
巨峰狩り 山梨方面

未定 高津区敬老会（社協主催） 高津市民館

10

12 区老連ゲートボール大会 橘公園

15 区老連パークゴルフ大会 宇奈根パークゴルフコース

20 区老連多摩川クリーン活動（市老連）多摩川二子橋

未定 区老連健康ウオーキング

未定 区老連女性部　料理教室 てくのかわさき

11

7 第 24 回市老連ダンス祭 川崎教育文化会館

23 区老連グラウンドゴルフ大会 久本小学校

未定 区老連研修会 JA セレサ 3 階

未定 区老連健康ウオーキング

未定 区老連親睦旅行（1泊2日）

12
10 区老連友愛慰問品

各クラブ配布 区役所・橘出張所

未定 高津区交通安全仮装パレード キラリデッキ

平成
27年

1

22 区老連新年会 JA セレサ 3 階

29 ～ 30 市老連リ一ダー及び
女性部リーダー研修会

未定 区老連女性部新年会

2
26 友愛研修会事例発表

及び講演 JA セレサ 3 階

未定 区老連健康ウオーキング

3
未定 助成金申請説明会 区役所 5 階

未定 区老連健康ウオーキング

平成 26 年度 主要事業
（平成26年4月1日～平成27年3月31日）
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No． ク ラ ブ 名 会 長 名 人数
1 久末寿会 市原　富男 62
2 千年寿会 岩間　時夫 72
3 新作寿会 大原冨士夫 35
4 子母口寿会 横山　敏男 65
5 千年新町第一寿会 神戸　　一 30
6 新作恵美寿会 杉浦　吉幸 62
7 新作第五睦クラブ 赤峰千鶴子 37
8 蟹ヶ谷末広会 片桐　賢次 47
9 千年新町第二寿会 鈴木　昭治 52
10 東末長ひまわり会 日吉たえ子 46
11 前田親和会 荒井　　孝 34
12 久末リバイブクラブ 鈴木　惣次 42
13 末長久保台白寿会 中村　真琴 54
14 円山寿会 中澤　鶴子 64
15 新作親寿会 寺㟢　　坦 56
16 子母口富士見台寿会 中嶋　　功 52
17 千年新町第三寿会 鶴羽　　幸 37
18 野川竹葉会 平野　一雄 32
19 久末団地ひさご会 岩村　良雄 33
20 久末福寿会 国井　成夫 77
21 久末谷中朋友会 赤羽　とみ 37
22 末長福寿会 阿部　政光 35
23 明石穂つくしの会 大嶋　久子 52
24 蟹ヶ谷千寿会 大木　重雄 38
25 久末表ひまわり倶楽部 横山喜久江 41

小　計 1,192

高
津
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
名
簿

（
平
成
26
年
4
月
1
日
）

高津地区　　33 クラブ 1,730 人
橘  地 区　　25 クラブ 1,192 人

合　　計　　58 クラブ 2,922 人

科　目 25 年度予算 25 年度決算 26 年度予算 備 　 考

分担金 240,000 240,000 232,000 4,000 円× 58 クラブ

委託金 800,000 789,000 801,000（公財）川崎市老人クラブ連合会

補助金 260,000 258,185 255,800

会　費 240,000 240,000 232,000
演芸大会・スポーツ大会
新年会・総会等の会費

社協補助金 ー 20,000 20,000 社協に申請する

寄付金 240,000 314,000 240,000 各事業への来賓祝い金

雑収入 1,000 28,225 10,000
預金利息・フリーマー
ケット・共済事業・他

市老人クラブ
補助金

ー 4,536,000 4,384,800 75,600 円× 58 クラブ

各友愛チーム
活動費

ー 2,058,000 1,848,000 42,000 円× 44 チーム

運用資金 ー 1,500,000 ー
定期貯金 2,800,000 円
より繰り入れ

前期繰越金 1,215,457 1,215,457 2,937,850

合　計 2,996,457 11,198,867 10,961,450

科　目 25 年度予算 25 年度決算 26 年度予算 備 　 考

会議費 460,000 458,891 170,000 前年度は総務部費と
して計上する

事務費 ー ー 90,000 総会資料・文房具・祝儀袋・
封筒・パソコン経費等

事業費 1,075,000 922,054 1,080,000

新年会 ー ー 220,000

渉外費 90,000 77,150 90,000 各団体等の祝い金・
賀詞交換

慶弔費 100,000 80,000 100,000 表彰・慶祝・見舞・弔慰

交通費 10,000 4,360 10,000 宮前区行事参加

備品費 31,000 33,512 35,000 桃太郎旗・デジカメ

通信費 ー ー 42,000 理事 21 名× 2,000 円

特別費 ー ー 110,000 ねんりんピック参加費
80,000 円

負担金 15,000 ー ー

雑　費 10,000 1,050 ー 振込手数料他

予備費 1,205,457 90,000 2,781,650 25 年度に運用資金と
して 150 万円投入する

市老人クラ
ブ補助金 ー 3,316,000 3,208,800 53,600 円× 33 クラブ

57,600 円× 25 クラブ

友愛活動費 ー 2,058,000 1,848,000 4,2000 円× 44 チーム

市老連納付金 ー 480,000 464,000 8,000 円× 58 クラブ

各種分担金 ー 740,000 712,000

次期繰越金 ー 2,937,850 ー 26 年度は予備費とし
て計上する

合　計 2,996,457 11,198,867 10,961,450

平成 26 年度予算
（平成26年4月1日～平成27年2月28日）

高津地区 橘地区
No． ク ラ ブ 名 会 長 名 人数
1 坂戸第一長生会 片見　　雄 58
2 北見方第一長生会 戸張　勝美 51
3 諏訪長生会 小黒　久男 60
4 久本第一長生会 西山　文子 55
5 二子ロンライクラブ 星野　嘉徳 37
6 下野毛長生会 森　　繁昭 65
7 久地東長寿会 佐保田正作 44
8 下作延中央第一寿会 藤澤　光子 46
9 下作延中央第二寿会 岩崎　輝彌 52
10 久本第二長生会 石黒　義章 51
11 下作延第一長寿会 山口　豊子 55
12 下作延第二長寿会 赤城　　昇 46
13 久本第三長生会 戸坂　菅代 50
14 二子第一長生会 加藤　継男 45
15 二子塚錦長生会 酒井　寅男 45
16 上作延若葉会 岩崎喜久代 55
17 みどりの健老会 荒井　洋子 51
18 坂戸友和会 田島　耕作 45
19 下作延第一福寿会 山田　利雄 44
20 下作延第二福寿会 三田　清三 50
21 下作延第三福寿会 太田　次郎 41
22 下作延第三長寿会 亀井　康充 39
23 津田山福寿会 萱嶋　千之 50
24 二子若菜会 持田　清一 48
25 久地第一ときわ会 川邉　直行 50
26 北見方第二長生会 相楽　敏子 64
27 宇奈根もみじ会 河原　定男 49
28 久地第三きらく会 古川トミ子 60
29 坂戸住宅長生会 北川　一夫 51
30 不動ヶ丘親和会 宮川　勝政 40
31 下作延東町会なごみ会 平野　茂子 51
32 梶ヶ谷にこにこ会 小木　　繁 87
33 久地いきいきクラブ 斉藤　正男 95

小　計 1,730

収入の部

支出の部

単位円

単位円



平成 26 年 7 月 10 日発行 第 19 号（16）た か つ

1 月 23 日　新年会

4 月 21 日　健康ウオーキング

4 月 23 日　春の旅行
猿ヶ京温泉

たかつ写真館

3 月 26 日　区老連総会

◦スポンサーの皆様へ御礼
　このたびは「たかつ」の発行に際し、格別のご支援ご協力をいただき誠にあ
りがとうございました。本誌は、区老連会員の生きがいづくりや仲間づくりの場
として、また高齢社会の心の糧となる広報誌をめざして発行するものです。今後
もさらに内容の充実に努めてまいりりますので、末永きご支援のほど何卒よろし
くお願い申し上げます。

【高津区老人クラブ連合会】
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